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令和元年１２月２６日

概　　　況

　　　景気の現状判断ＤＩは３７．５となり、前月と比べ３．１ポイント
　　上昇した。また、景気の先行き判断ＤＩは４５．０となり、前月と比べ
　　５．０ポイント上昇した。

　　○家計動向関連では、前月に比べ１．２ポイント上昇した。
　　○企業動向関連では、前月に比べ５．５ポイント上昇した。
　　○雇用関連では、前月に比べ２．９ポイント上昇した。

　（意見の主な内容）
　　○売上不振による在庫の増加、物流の値上げによるコストアップから
　　　やや悪くなっている。（繊維）
　　〇いまだに消費税増税の影響を受けている状況で、売上が前年と比較
　　　して大きくダウンしている。（自動車販売・整備）

　　○家計動向関連では、前月に比べ１．５ポイント上昇した。
　　○企業動向関連では、前月に比べ７．８ポイント上昇した。
　　○雇用関連では、前月に比べ１０．６ポイント上昇した。

　（意見の主な内容）
　　○消費税増税で景気の先行きが悪く、軽減税率制度とポイント還元制
　　　度で市場はいまだに混乱している。（商店街）
　　○冬は閑散期に入るが、中国人が最も旅行する春節があるため、福井
　　　への誘客に期待する。（ビジネスホテル）

　■景気の現状判断ＤＩ

　■景気の先行き判断ＤＩ

（前月比　＋３．１）

（前月比　＋５．０）
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１．調査の目的

　　県内景気の動向や各業種の状況をより迅速に把握し、景気判断の基礎資料とする。

２．調査の実施概要

　（１）調査の範囲

　　県内を福井地区、坂井地区、奥越地区、丹南地区、嶺南地区の５地区に分け、各地区で働く
　さまざまな業種の方、１００名を調査客体とする。

地域別・分野別の客体数

福井
坂井 坂井市、あわら市
奥越 大野市、勝山市
丹南 鯖江市、越前市とその周辺部
嶺南 敦賀市、小浜市とその周辺部

計

　（２）調査事項

　　①　３か月前と比べた景気の現状判断とその理由
　　②　２～３か月後の景気の先行き判断とその理由

　（３）調査期日等

　　毎月中旬～下旬に調査実施し、月末～翌月初旬に公表。

３．ＤＩ値の算出方法

　　５段階の判断にそれぞれ以下の点数を与え、これらに各判断の構成比（％）を乗じて、
　ＤＩ値を算出する。

評価

点数

４．ＤＩ値について

　　ＤＩ値が５０の場合は横ばいを示し、０に近づくほど悪化傾向、１００に近づくほど好転傾向で
　あることを示す。
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１．景気の現状判断ＤＩ

○県全体の現状判断ＤＩ

年
月
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飲食
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２．景気の先行き判断ＤＩ

○県全体の先行き判断ＤＩ
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　３．判断理由

　　（１）景気の現状判断の理由

現状 分野 地区 業種 理由

②やや良くなっている

家計
動向 嶺南 旅館

台風の多かった秋から、安定した気候の季節に移行して、客の入り込みも順調に推
移している。

企業
動向 丹南 電気機械 大手メーカーのスマートフォンの新モデルが出てきて、受注が増加している。

雇用

福井 ジョブカフェ担当者 求人状況が3ヶ月前に比べるとやや良くなっている。

③変わらない 福井 商店街
秋頃のイベントで売上、駐車場の入庫も上がっていたが、次第に反動もあり下がり
気味になっている。

丹南 商店街 低迷したまま推移している。

福井 小売店 消費税増税の影響も少なく、例年と変わりない。

丹南 小売店 キャッシュレスを使用する客は増えたが、売上は変わらない。

奥越
百貨店、ショッピン
グセンター

空スペースに店舗が入ったことやポイント還元策の利用もあり、プラスマイナスゼ
ロ。

福井 観光物産店
消費税増税後1ヶ月が経ち、落ち着いた感はあるものの来店客数は前年割れのペー
スで推移している。

福井 眼鏡 消費税増税後の購買意欲低下が少し回復した。

嶺南 食品 需要シーズンなのに受注が思ったほど伸びていない。

福井 不動産 消費税増税前の駆け込みが見られなかった分、落ち込みも感じられない。

雇用

嶺南 ジョブカフェ担当者 雇用情勢に大きな変化を感じない。

④やや悪くなっている 福井 スーパー 消費税増税に伴い財布のヒモがやや固くなっていると思う。

嶺南 小売店
商店街、ショッピングセンター、歓楽街など人が集まる場所にあまり人が出ていな
い。イベント、催事なども昨年より人出が少ないと聞いている。

福井 旅行代理店
米中貿易摩擦、日韓関係の悪化、香港情勢不安、台風の影響により受注状況が回復
しない。

丹南 繊維
売上不振による在庫の増加、物流の値上げによるコストアップからやや悪くなって
いる。

福井 化学・プラスチック
米中貿易摩擦の影響を受け、受注が低迷している分野もある。また、物流費や人件
費の高騰も業況に影響を及ぼしている。

福井 印刷関連 消費税増税の駆け込みの反動がある。

丹南 労働相談員 （派遣社員や契約社員から）契約解除の相談が増えている。

嶺南 学校就職担当者 民間企業からの求人募集が3ヶ月前に比べると減少している。

⑤悪くなっている 嶺南 商店街
蟹漁が解禁となったものの、依然として商店街を通る方は少なく、寂しい人通りで
ある。

福井
百貨店、ショッピン
グセンター

高級雑貨領域（美術・宝飾・時計・呉服）などについては、必要なもの以外は購入
を控えている状況である。

福井 自動車販売・整備
いまだに消費税増税の影響を受けている状況で、売上が前年と比較して大きくダウ
ンしている。

企業
動向 福井 一般機械

客先である建設機械業界は、好調だった国内生産に需要停滞の兆しが見え、建設機
械メーカーの在庫調整と台風19号の水害に伴う生産停止の影響で、受注が大幅に減
少している。

家計
動向

家計
動向

家計
動向

企業
動向

雇用

企業
動向
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　　（２）景気の先行き判断の理由

現状 分野 地区 業種 理由

①良くなる

家計
動向 嶺南 小売店 年末年始の繁忙期を迎え、忙しくなると思う。

企業
動向 福井 不動産・建設 年明けから繁忙期に入るため、例年売上は大幅に増える。

②やや良くなる

家計
動向 福井

百貨店、ショッピン
グセンター

気温低下・年末年始需要に伴い、インテリア商材（寝具・キッチン用品・食器）などに動
きが出てきている。株価が上昇していることから、高級雑貨領域も少し回復すると予測し
ている。

奥越
百貨店、ショッピン
グセンター

いよいよ東京オリンピックの気運が高まって、元気が出てくると思う。

福井 大型小売店 消費税増税前の駆け込みの影響がほぼ無くなると思う。

企業
動向 福井 眼鏡 消費税増税後の購買意欲低下の消費者心理が落ち着くと思う。

雇用

嶺南 学校就職担当者
今後2～3ヶ月後は、2021年卒業生を対象に各企業のインターンシップの募集や企業説明会
の開催などがあり、景気は良くなると思う。

③変わらない 福井 小売店
クリスマスや年末年始などのイベント後は積雪量が多くなければ、例年通りと予想してい
る。

丹南
百貨店、ショッピン
グセンター

消費税増税の影響は今のところ感じられないが、良くなる要因も見当たらない。

福井 自動車販売・整備 年内は消費税増税の影響が続くと予想される。

嶺南 旅館 先行予約が順調であり、このままの状況で推移すると考えている。

坂井
観光・レジャー施
設

屋内型のアトラクションを充実させ、秋から冬にかけてのイベントを絞り込み、質の高い
内容にして今後の需要増を期待しているが、消費税増税の影響も少なからずあると考えて
おり、今後の動きに留意している。

福井 一般機械 しばらくは停滞すると考えている。

福井 印刷関連 年末に向けての発注が増加するので、変わらない、もしくはやや良くなると思う。

福井 不動産 年末年始を迎えても、購買意欲に変化は見られないと思われる。

雇用

福井
ジョブカフェ担当
者

求人も以前と比べると落ち着いてきている。

④やや悪くなる

家計
動向 丹南 商店街 消費税増税により、節約志向が助長されると思う。

坂井 小売店 冬場に入り、積雪等で県外客が激減する。

嶺南 スーパー 3月位まで売上が伸びにくく、地域的にも目立った材料がない。

福井 ビジネスホテル 冬は閑散期に入るが、中国人が最も旅行する春節があるため、福井への誘客に期待する。

企業
動向 嶺南 コンクリート製品

一般土木工事は年度末に向けてほぼ例年通りあるが、発電所の生コンクリート工事の終了
の影響が出る。

福井 運輸 取扱物流の減少が続くものと思われる。

丹南 労働相談員 求人などの環境が悪くなっている。

福井 人材派遣会社 労働者派遣法改正に伴う同一労働同一賃金制度による影響が大きい。

⑤悪くなる

家計
動向 嶺南 商店街

消費税増税で景気の先行きが悪く、軽減税率制度とポイント還元制度で市場はいまだに混
乱している。

企業
動向 嶺南 食品 1月、2月は毎年落ち込みが激しい。

企業
動向

家計
動向

雇用
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４．参　考

（１）調査対象の構成

人数
家計動向関連 51

商店街、小売店
商店街関係者 5
小売店経営者・従業員 7

百貨店、ＳＣ等
店長・売場主任 10

スーパー
店長・従業員 6

家電販売店
経営者・店長・従業員 2

コンビニエンスストア
店長 2

ドライブイン等
経営者・スタッフ 3

飲食関連
レストラン等経営者・店長・スタッフ 3
居酒屋等経営者・店長・スタッフ 1

その他サービス関連
サービス業経営者・従業員 4

観光関係
旅館関係者 2
ビジネスホテル関係者 2
観光・レジャー施設関係者 1
旅行代理店経営者・従業員等 2
タクシー運転手 1

企業動向関連 36
製造業経営者・従業員

繊維工業 4
眼鏡工業 3
一般機械工業 3
電気機械工業 3
化学・プラスチック工業 3
鉄鋼業 2
伝統工芸 2
商社 2
食料品製造業 2
その他製造関連 2

非製造業経営者・従業員
ＩＴ関連 2
金融機関 2
建設・不動産 3
運輸 3

雇用関連 13
自治体労働政策担当課 2
労働相談員 2
学校就職担当者 4
ジョブカフェ担当者 2
人材派遣会社 1
就職情報誌編集者 2

100計

調査対象

５



４．参　考

（２）調査票

　

　

　　　　④やや悪くなっている　　⑤悪くなっている

　将来の景気についての質問です。今後２～３か月先のあなたの身の回りの景気は、

今月より良くなると思いますか、悪くなると思いますか。

【質問２】

　質問１でそのように回答した理由を教えてください。

　　自由回答

　あなたの日々の仕事や仕事を通じて接するお客様の様子から分かる、
あなたの身の回りの景気の状況についてご回答ください。

（企業・団体名および記入者氏名）

【質問１】

　景気が上向きか下向きか、どちらの方向に向かっているかの質問です。

　今月のあなたの身の回りの景気は、３か月前と比べて良くなっていると思いますか、

悪くなっていると思いますか。

　次の５つの中から、お選びください。

　　　　①良くなっている　　②やや良くなっている　　③変わらない

　次の５つの中から、お選びください。

①良くなる　　②やや良くなる　　③変わらない　　④やや悪くなる　　⑤悪くなる

　質問３でそのように回答した理由を教えてください。

　　自由回答

【質問４】

【質問３】

６



　　本書の内容についての質問は、下記にお問い合わせください。

福井市大手３丁目17－1

福井県産業労働部産業政策課経済戦略グループ

　TEL　０７７６－２０－０３６４　（ダイヤルイン）

　　　　　　　


